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GPT-4o 

ある技術分野で A 社は特許登録件数で 2 位です。1 位の会社（B 社）は年間 30 件程度毎年出

願しており、特許登録率 70％、特許登録までに約 5 年かかっていいます。B 社と A 社の現在の

特許登録件数の差は 50 件です。Ｂ社の出願件数、特許登録率 70％、特許登録までにかかる期

間がこのまま変わらないとした場合、Ａ社が毎年 40 件の出願をしていった場合、特許登録率を

80%、特許登録までにかかる期間を 2 年とした場合、Ｂ社を登録件数で追い越すのは何年後にな

りますか？ 

コピー 

B 社と A 社の現在の特許登録件数の差は 50 件です。以下、年ごとに両社の登録件数を計算し

ていきます。 

B 社: 

• 毎年 30 件の出願 

• 登録率 70% 

• 登録までに 5 年かかる 

したがって、B 社は毎年 0.7 * 30 = 21 件の特許が登録され、5 年後に登録されます。 

A 社: 

• 毎年 40 件の出願 

• 登録率 80% 

• 登録までに 2 年かかる 

したがって、A 社は毎年 0.8 * 40 = 32 件の特許が登録され、2 年後に登録されます。 

この条件で続けると、A 社の登録件数が B 社を追い越すのは以下の年次の計算からわかりま

す。 

• 0 年後の登録差: A 社と B 社の登録差は 50 件 

• 1 年後の登録差: A 社の登録はまだ増加していない、B 社もまだ登録増加しないた

め、差は 50 件のまま 

• 2 年後の登録差: A 社は 2 年前の分（32 件）が登録される。差 = 50 - 32 = 18 件 

• 3 年後の登録差: A 社は 1 年前の分（32 件）が登録され、B 社は 3 年前の分（21 件）

が登録される。差 = 18 - 32 + 21 = 7 件 

• 4 年後の登録差: A 社は差分が更に減少、A 社の 2 年前の分（32 件）が登録、B 社

は 2 年前の 21 件。差 = 7 - 32 + 21 = -4 件 

この 4 年後、A 社の登録件数は B 社を追い越します。 

 
 
Gemini 1.5 Pro 

ある技術分野で A 社は特許登録件数で 2 位です。1 位の会社（B 社）は年間 30 件程度毎年出

願しており、特許登録率 70％、特許登録までに約 5 年かかっていいます。B 社と A 社の現在の
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特許登録件数の差は 50 件です。Ｂ社の出願件数、特許登録率 70％、特許登録までにかかる期

間がこのまま変わらないとした場合、Ａ社が毎年 40 件の出願をしていった場合、特許登録率を

80%、特許登録までにかかる期間を 2 年とした場合、Ｂ社を登録件数で追い越すのは何年後にな

りますか？ 

コピー 

A 社が B 社を特許登録件数で追い越すのは何年後か計算してみましょう。 

1. B 社の年間特許登録件数: 

• B 社の年間出願件数: 30 件 

• 特許登録率: 70% 

• 年間特許登録件数: 30 件 * 0.7 = 21 件 

2. A 社が B 社に追いつくために必要な年間特許登録件数差: 

• 現在の件数差: 50 件 

• A 社が追い越すために必要な年間登録件数差: 50 件 / 5 年 = 10 件/年 ※B 社は年

間 21 件登録しているので、A 社は年間 31 件以上の登録が必要 

3. A 社の年間特許登録件数: 

• A 社の年間出願件数: 40 件 

• 特許登録率: 80% 

• 年間特許登録件数: 40 件 * 0.8 = 32 件 

4. A 社が B 社を追い越すまでの年数: 

• A 社と B 社の年間特許登録件数差: 32 件 - 21 件 = 11 件 

• 追い越すまでの年数: 50 件 / 11 件/年 = 4.54 年 

したがって、A 社が現在のペースで特許出願を続ければ、約 4.54 年後には B 社を特許登録件

数で追い越すことができます。 

ただし、この計算はいくつかの前提に基づいています。 

• B 社の出願件数、特許登録率、特許登録までの期間が今後変わらない。 

• A 社の出願件数、特許登録率、特許登録までの期間が計画通りに推移する。 

現実には、これらの前提が変わる可能性があり、その場合は追い越しにかかる年数も変化しま

す。 

 
 
 
Claude 3.5 Sonnet 

ある技術分野で A 社は特許登録件数で 2 位です。1 位の会社（B 社）は年間 30 件程度毎年出

願しており、特許登録率 70％、特許登録までに約 5 年かかっていいます。B 社と A 社の現在の

特許登録件数の差は 50 件です。Ｂ社の出願件数、特許登録率 70％、特許登録までにかかる期

間がこのまま変わらないとした場合、Ａ社が毎年 40 件の出願をしていった場合、特許登録率を

80%、特許登録までにかかる期間を 2 年とした場合、Ｂ社を登録件数で追い越すのは何年後にな

りますか？ 
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コピー 

この問題を解決するために、段階的にアプローチしていきましょう。 

• まず、B 社の年間特許登録件数を計算します： 30 件（出願） × 70%（登録率） = 21

件/年 

• A 社の年間特許登録件数を計算します： 40 件（出願） × 80%（登録率） = 32 件/年 

• A 社と B 社の年間特許登録件数の差を計算します： 32 件 - 21 件 = 11 件/年 

• 現在の特許登録件数の差は 50 件なので、この差を埋めるのに必要な年数を計算し

ます： 50 件 ÷ 11 件/年 ≈ 4.55 年 

• しかし、B 社の特許は 5 年後に登録されるのに対し、A 社の特許は 2 年後に登録さ

れます。 この差（3 年）を考慮する必要があります。 

• A 社が追い越すためには、4.55 年 + 3 年 = 7.55 年かかります。 

したがって、A 社が B 社を特許登録件数で追い越すのは、約 8 年後になります。 

 
 
Perplexity Web 検索 

ある技術分野で A 社は特許登録件数で 2 位です。1 位の会社（B 社）は年間 30 件程度毎年出

願しており、特許登録率 70％、特許登録までに約 5 年かかっていいます。B 社と A 社の現在の

特許登録件数の差は 50 件です。Ｂ社の出願件数、特許登録率 70％、特許登録までにかかる期

間がこのまま変わらないとした場合、Ａ社が毎年 40 件の出願をしていった場合、特許登録率を

80%、特許登録までにかかる期間を 2 年とした場合、Ｂ社を登録件数で追い越すのは何年後にな

りますか？ 

コピー 

この問題を解決するために、以下の手順で計算を行います。 

• B 社の特許登録件数の計算: 

• B 社は年間 30 件の特許出願を行っており、特許登録率は 70%です。 

• したがって、B 社の年間特許登録件数は 30×0.7=2130×0.7=21 件で

す。 

• 特許登録までに約 5 年かかるとすると、現在 B 社が持っている特許登録

件数は過去 5 年間の累計です。 

• したがって、B 社の現在の特許登録件数は 21×5=10521×5=105 件で

す。 

• A 社の現在の特許登録件数の計算: 

• A 社は現在、B 社より 50 件少ない特許登録件数を持っています。 

• したがって、A 社の現在の特許登録件数は 105−50=55105−50=55 件

です。 

• A 社が B 社を追い越すまでの年数の計算: 

• A 社は毎年 40 件の特許出願を行い、特許登録率は 80%です。 

• したがって、A 社の年間特許登録件数は 40×0.8=3240×0.8=32 件で

す。 
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• 特許登録までに約 2 年かかるとすると、A 社の特許登録件数は毎年 32

件ずつ増加します。 

• B 社の特許登録件数も毎年 21 件ずつ増加します。 

• 差の計算: 

• A 社と B 社の特許登録件数の差は、毎年 32−21=1132−21=11 件ずつ

減少します。 

• 現在の差は 50 件なので、A 社が B 社を追い越すまでに必要な年数

は 5011≈4.551150≈4.55 年です。 

• 最終的な答え: 

• したがって、A 社が B 社を特許登録件数で追い越すには、約 5 年かかり

ます。 

この計算は、特許登録率や期間が変わらないという前提に基づいて行われています。実際の状

況では、他の要因も影響を与える可能性があります。 

 
 
ChatGPT o1-preview 

 

あなた: 

ある技術分野で A 社は特許登録件数で 2 位です。1 位の会社（B 社）は年間 30 件程

度毎年出願しており、特許登録率 70％、特許登録までに約 5 年かかっていいます。B

社と A 社の現在の特許登録件数の差は 50 件です。Ｂ社の出願件数、特許登録率

70％、特許登録までにかかる期間がこのまま変わらないとした場合、Ａ社が毎年 40

件の出願をしていった場合、特許登録率を 80%、特許登録までにかかる期間を 2 年と

した場合、Ｂ社を登録件数で追い越すのは何年後になりますか？  

ChatGPT 

思考時間: 35 秒 

翻訳と分析 

会社 A の特許登録数が分かっているけど、会社 B の年間 30 件、登録率 70%、登録

まで約 5 年かかっていることも考慮している。 

比較と分析 

前提をもとに、A と B の年間特許出願数、特許登録率、登録までの期間について見

てみると、A の登録数が B を超えるのは何年後かを計算中。 

開始と比較 
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A の申請率は年 40 件、登録率は 80%で、登録までの時間は 2 年。B の初期登録件

数は A より 50 件多い。 

定義を設定中 

企業 A と B の累積登録特許を、時間 t の関数として定義している。時間の経過ととも

に、どのように変化していくのかを見つける予定だ。 

去年の出願数をもとに、年度 t にどれだけの特許登録があるのかを計算している。L

を 2022 年とし、減価償却率を 5%で考慮している。 

登録の増加を追跡 

A と B の登録状況を追跡し、それぞれの年次申請数に基づいて累積登録特許数を

計算している。 

予測のためのデータ分析 

A 社の登録数を年ごとに C 社のもとにしている。登録数の累計を見て、A 社が B 社

を追い越すのはいつかを計算している。 

データを整理する 

特許の登録数を追跡し、2 年と 5 年の遅延を織り交ぜながら、進捗と差分を表にまと

めているんだ。 

未来を見据える 

点 A と B の申請状況を比較し、将来的な申請の進捗状況を予測。アーカイブ申請の

計算や、申請率を名前でまとめていると、新しい知見が得られることもある。 

計算の開始 

C_A(0) = 0、C_B(0) = 50 と設定し、過去の出願を基に今後の登録特許を計算してい

る。 

カウントの見方 

過去の推定 

過去の申請ペースを元に、各企業の将来の特許登録を計算し、表を作成している。 

企業の登録状況を追う 
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時間 t = -5 から t = 10 の各企業の登録状況を計算中。また、シンプルにするため

に t を -5 から 10 までとする。 

会社 A と B の年間申請数を比較している。各時間点での申請数が示されている。 

計算登録率 

A の登録率は 2 期前の 80%、B は 5 期前の 70%で計算中。t=0 から 10 の間の R_A(t)

と R_B(t)を表にしてみる。 

計算と推測を進める 

t = 0 の時点で、A の累積登録特許数は 0、B は 50 と仮定して累積登録特許数を推

移計算している。 

計算と比較 

ＲＡ(t)とＲＢ(t)を計算し、合計特許数を累積登録特許数ＣＡ(t)とＣＢ(t)である。 

差を見極める 

ＣＢ(t)とＣＡ(t)の差が出てきて、ゼロまたは負になる値を探っている。 

初期の推移を計算中 

C_A(0)と C_B(0)を初期登録数から計算し、次に C_A(t)と C_B(t)の経過を追っていま

す。これを各時間点で繰り返していますね。 

進行中の変化を追跡 

D(t)は、C_A(t)と C_B(t)の年次変化を追跡し、-11 の変化を持つことがわかる。 

会社 A が会社 B を登録特許件数で追い越すのは 5 年後です。 

理由： 

1. 初期状態： 現在、会社 B の累積登録特許件数は会社 A より 50 件多いで

す。 

2. 年間登録増加： 

o 会社 A： 

 年間出願数：40 件 

 登録率：80% 

 登録までの期間：2 年 
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 毎年の特許登録増加数：40×0.8=3240 \times 0.8 = 

3240×0.8=32 件（2 年前の出願に基づく） 

o 会社 B： 

 年間出願数：30 件 

 登録率：70% 

 登録までの期間：5 年 

 毎年の特許登録増加数：30×0.7=2130 \times 0.7 = 

2130×0.7=21 件（5 年前の出願に基づく） 

3. 累積差の計算： 

o 年ごとに特許登録件数の差は、21−32=−1121 - 32 = -1121−32=−11 

件ずつ縮まります。 

o 初期差が 50 件なので、差がゼロになるまでに必要な年数は、 

5011≈4.545\frac{50}{11} \approx 4.5451150≈4.545 年。 

4. 結論： 

o 5 年後には、会社 A が会社 B を登録特許件数で追い越します。 

したがって、5 年後に会社 A は会社 B を追い越します。 

答え：5 年後 

 
 
 


	あなた:

